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今年度要求のポイント

区分
新規・拡充

－
(単位　千円)

1 局・課名 文化観光局　学芸課
マスタープラン
３つの挑戦

歴史文化
マスタープラン

施策番号
2整理番号 08 - 011

展示場・ホール・ギャラリー整備

事業期間 H26　～　　

平成24年度決算額

①茶室活性化事業
　堺市茶室・茶庭の改修に取り組むとともに、よりにぎわいのある空間として
活性化を図るための計画立案について学術研究者に指導を仰ぐ。
②博物館ホール・ギャラリーの改修・整備
　博物館地階のホールの音響設備やギャラリーを改修し、講演会・講座・体験
学習会等の参加者により快適に過ごしていただくともに、新たな企画により普
及事業をさらに充実させながら、市民交流、生涯学習の場を提供する。
③展示ケース照明の調光機能整備
　資料の劣化を防ぐために展示ケース照明に調光機能を加え、照度に敏感な美
術資料の展示を可能にする。
④展示ケースの新設
　展示ケースを新設することによって巡回展・美術展等の大規模展の開催を可
能とし、幅広いニーズに応えることで、新たな来館者を獲得する。
⑤展示場照明のＬＥＤ化
　資料への悪影響が低く省エネ効果も高いLED照明の導入により、資料の特性を
際立たせる効果的な展示照明を可能にする。

事業目的

事業内容

百舌鳥古墳群暫定ガイダンス施設の開設（平成26年4月に博物館ロビー
に設置）や、古代常設展示のリニューアルを経て、堺の魅力発信や観
光集客を担う文化・観光の中心施設として、堺市博物館の魅力をより
向上させる業務に段階的に取り組んでいく。

【経過（～25年度）】 【26年度】

ホール音響、展示場ケース照明改修等

茶室・茶庭関連業務 5,400

26,430

茶室・茶庭改修、活用計画

項目

・茶室、茶庭を修繕するとともに、にぎわいを創出する計画を立てる。
・ホール、ギャラリーの改修・整備により、博物館がさまざまな来館者にとって
より開かれた、親しみとにぎわいのある空間となることをめざす。
・展示場の照明・ケースの新設により、幅広いニーズに応える魅力的な展覧会の
開催ををめざす。

25年度予算

33,48300

主な要求内容 （単位：千円）

内容・積算等

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

0

・茶室、茶庭整備設計
・歴史文化にぎわいプラザ開設に伴う展示場
(中近世)の更新整備など

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 33,483

・平成24年度：堺市博物館リニューアル基
本計画の策定
・古代常設展示・ロビーの整備

・茶室、茶庭,活用計画策定
・茶室、茶庭の改修
・ホール・展示場の整備

関連事業

事 業 名 博物館魅力向上事業

1,653ミュージアムグッズ作製業務

事 業 費


